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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動目的

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

活  動  風  景

画像2 画像3

竹の不思議学習 自然観察会 「ドコモ・ダマッシーG」による、けん玉・講習会

助成金額

300,000円
〒 565-0852

（住所）  吹田市千里山竹園1-3 G501

（団体名）特定非営利活動法人　すいた環境学習協会

（ホームページ）：http://npo-self.net
助成期間

H29.9.1～H30.8.31

2017年度 ドコモ市民活動団体助成事業　終了報告書
2018年10月1日

活動名
体験型の環境学習支援を通じて

　　　「健全な子どもたちの育成を行う。

NPO法人　すいた環境学習協会

子どもの健全な育成を支援する活動

⑧その他

■実施スケジュール結果

■得られたノウハウの共有・発信

・生物多様性の大切さに対する理解が進むと共に、

　理科や科学が好きになり、物事の不思議さを理解

　する子ども達が増えてきた。

・健全に育っている、元気いっぱいの子ども達との触

　れ合いは、心地良い。

・みどりの保全活動に対する知識が深まり、特に樹木

　の履歴や特徴の判別能力が向上した。

・里山や公園樹木等の、自然に親しみを持つ健全

　な子どもたちの「同定能力」は向上した。

・今後も引き続き、自然観察会等を継続し健全な

　子どもたちの育成を見守っていきたい。

5つの組、4つのクラブによる同時多面的な活動を展開

小学校、中学校に於ける環境学習の意出前授業の展開

地域社会に於ける、社会貢献活動等

小学校べつに出前授業による体験学習講座

地域の公民館に於ける、子ども対象の環境学習講座

樹木観察会と公園の名札掛け授業

各地域における工作教室

クリスマスリース作り、ミニ門松作り教室

■活動目標

■得られた成果と今後の課題 ■受益者や地域社会の変化

・環境保全活動を通して、未来の地域社会を担う子ど

もたちを育てることができた。

・各学校に対する「出前授業」の効果は高かった。

・市内公園の樹木観察会には、多くの子どもたちや市民

の参加が逓増してきた。

・核家族化が進み、多くの家庭に高齢者が同居して

　いない等の傾向が続いている。

・子どもたちは、我々シルバーとの交流を特に好み、

　両親には無い、老人の持つ知恵と暖かな指導方

　法は欠かすことができないセールスポイントとの思い

　が強くなっている。

・健全な子どもたちの育成の、役に立ちたい。

■長期成果
同時並行的に展開する、多面的な諸活動を通して、地域社会に貢献する人つくりを推進し、

子どもや孫の世代に繋がる「健全な子どもの育成」に寄与する

■各スケジュールごとの活動内容■活動結果（概要）

小中高の体験型環境学習支援（出前授業）

行政、公民館との連携による地域の子ども対象の体験講座

都市緑化活動の一環として、公園の樹木観察会や樹木調査

樹木の名札掛け事業を行う。

2017,9～2018,8随時

2017,9～2018,8毎月

2017,9～2018,8毎月

2017,9～2018,8随時

2017,12


